
復
活
し
た
只
見
の
手
毬

　
「
～
ブ
ナ
と
生
き
る
雪
と
暮
ら
す
～『
自

然
首
都
・
只
見
』
伝
承
産
品
」
は
、
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
理
念
で
も
あ
る
只
見

町
の
豊
か
な
自
然
と
人
の
良
好
な
関
係
を

体
現
し
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
産
品
で
す
。
只

見
産
の
原
材
料
を
使
い
、
昔
な
が
ら
の
知

恵
や
技
術
を
活
用
し
た
産
品
で
、
町
の
厳

正
な
基
準
を
経
て
、
現
在
35
品
目
が
認
証

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
の
１
つ
「
只
見
の
手
毬
（
て
ん

ま
り
）」
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

実
は
こ
の
手
毬
の
芯
に
は
「
ゼ
ン
マ
イ
の

綿
毛
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

広
が
る
「『
自
然
首
都
・
只
見
』
伝
承
産
品
」

　

ゼ
ン
マ
イ
折
り
が
盛
ん
だ
っ
た
只
見
町

で
は
、
加
工
す
る
際
に
出
る
ゼ
ン
マ
イ
の

綿
毛
を
布
団
や
半
纏
、
手
毬
の
芯
に
し
て

無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
活
用
し
て
き
ま
し

た
。
時
代
が
進
む
に
つ
れ
て
そ
の
伝
統
は

途
絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
令
和
元
年

に
手
毬
の
魅
力
に
惚
れ
込
ん
だ
「
ち
よ
の

会
」
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
復
活
を
目
指

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
ち
よ
の
会
」で
は
、

ふ
る
さ
と
館
田
子
倉
に
残
っ
て
い
た
故
皆

川
ツ
ギ
さ
ん
の
手
毬
や
書
籍
を
参
考
に
し

た
他
、
町
内
で
熱
心
に
聞
き
込
み
を
行
い
、

試
行
錯
誤
を
重
ね
て
つ
い
に
ゼ
ン
マ
イ
綿

の
「
只
見
の
手
毬
」
を
復
活
さ
せ
ま
し
た
。

　
「
只
見
の
手
毬
」は
、
令
和
２
年
に「『
自

然
首
都
・
只
見
』
伝
承
産
品
」
に
認
証
さ

れ
、
置
物
の
他
、
ス
ト
ラ
ッ
プ
や
ネ
ッ
ク

レ
ス
、
ピ
ア
ス
・
イ
ヤ
リ
ン
グ
な
ど
の
商

品
展
開
も
多
様
で
、
現
在
は
ふ
る
さ
と
納

税
返
礼
品
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
３

年
に
関
東
の
大
型
デ
パ
ー
ト
で
展
示
さ
れ

た
他
、
縁
結
び
で
有
名
な
三
石
神
社
の
お

守
り
に
も
な
り
、
参
拝
客
の
ご
縁
を
つ
な

ぐ
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

本
年
度
は
筑
波
実
験
地
植
物
園
の
「
つ
く

ば
シ
ダ
展
」
に
ゼ
ン
マ
イ
と
と
も
に
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
は
、
ホ
テ
ル

雅
叙
園
東
京
に
て
開
催
中
の
「
百
段
雛
ま

つ
り
２
０
２
４
」（
～
３
月
10
日
ま
で
開

催
）
で
、
全
国
の
手
毬
と
と
も
に
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
手
毬
文
化
の
復
興
普
及
活
動

な
ど
を
行
う
「
は
れ
て
ま
り
工
房
」
か
ら
、

「
ち
よ
の
会
」
が
取
材
を
受
け
、
そ
の
活
動

を
紹
介
す
る
動
画
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

動
画
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
（
動
画
配
信
サ

イ
ト
）
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲
「
只
見
の
手
毬
」
に
つ
い
て
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
動
画
は
こ
ち
ら
か
ら
ご
覧

に
な
れ
ま
す

▲ゼンマイ
▲町内での聞き込みの様子

▲故皆川ツギさんの手毬（写真奥）を参考に、
ちよの会が復活させた只見町の伝統的な模
様の手毬（写真手前）

▲ゼンマイの綿毛
▲復活した只見の手毬
（ゼンマイ綿だけでなく只見町の
伝統的な手毬模様も復活　　　）

▲「はれてまり工房」に
よる「ちよの会」の取
材の様子

　

こ
の
よ
う
に
、
只
見
町
の
伝
統
的
な
ゼ

ン
マ
イ
文
化
と
と
も
に
只
見
の
手
毬
が
全

国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

鮮
や
か
な
模
様
の
中
に
も
素
朴
な
温
か

さ
が
あ
る
「
只
見
の
手
毬
」
は
、
ち
よ
の

会
の
メ
ン
バ
ー
が
ひ
と
針
ひ
と
針
心
を
こ

め
て
作
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
１
度

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲手毬ができるまでの工程
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町
内
や
関
東
の
古
民
家
で
ユ
ッ
コ
ギ
を

作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
さ
れ
る
な

ど
精
力
的
に
ユ
ッ
コ
ギ
文
化
を
広
げ
て
い

ま
す
。

　

経
木
は
、
木
材
を
厚
さ
１
㎜
以
下
の
薄

い
紙
状
に
し
た
も
の
で
す
。
昔
は
包
装
材

等
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
台
頭
に
よ
り
製
造
が
激
減
し
、
今

は
見
る
こ
と
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
一

方
で
、
時
代
は
変
わ
り
、
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
な
ど
環
境
に
優
し
い
製
品
が
求
め
ら
れ

る
世
の
中
に
な
り
ま
し
た
。

問合せ 交流推進課ユネスコエコパーク推進係　☎82−5963

　

只
見
町
の
人
と
自
然
と
の
共
生
を
体
現

し
た
素
敵
な
産
品
で
あ
る
『
自
然
首
都
・

只
見
』
伝
承
産
品
を
ぜ
ひ
お
手
に
取
っ
て

い
た
だ
き
、
お
土
産
な
ど
に
も
ご
活
用
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

詳
し
く
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
只
見
町
の
Ｈ
Ｐ
で
も
公
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

最
近
で
は
取
材
や
研
修
、
木
製
ス
ト
ロ

ー
を
作
る
た
め
の
視
察
も
あ
る
な
ど
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
に
大
切
な
視
点
と
な
っ
て

活
躍
さ
れ
て
い
き
そ
う
で
す
。

　

奥
会
津
経
木
製
作
所
は
只
見
町
の
豊
か

な
森
林
資
源
を
生
か
し
な
が
ら
、
自
然
に

優
し
く
多
様
な
用
途
で
の
可
能
性
が
秘
め

ら
れ
て
い
る
経
木
を
通
し
て
、
人
々
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
意
識
も
変
え
て
い
け
た

ら
と
い
う
思
い
か
ら
、
経
木
の
製
作
、
販

売
を
始
め
ま
し
た
。
従
来
の
包
装
材
以
外

に
も
、
料
理
の
落
し
蓋
や
敷
物
、
さ
ら
に

は
端
材
を
使
っ
た
緩
衝
材
な
ど
様
々
な
活

用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

材
料
は
只
見
産
の
ア
カ
マ
ツ
で
す
。

　

様
々
な
広
が
り
を
見
せ
る
「『
自
然
首

都
・
只
見
』
伝
承
産
品
」
で
す
が
、
今
年

度
は
新
た
に
２
つ
の
産
品
が
仲
間
入
り
し

ま
し
た
。

　
「
只
見
の
仕
事
着
型
紙
（
ホ
ソ
ユ
ッ
コ

ギ
・
ダ
フ
ユ
ッ
コ
ギ
）
／
合
同
会
社
メ
ー

デ
ル
リ
ー
フ
」
と
「
経
木
（
４
寸
・
５
寸
・

５
寸
半
）／
奥
会
津
経
木
製
作
所
」
で
す
。

　

只
見
の
仕
事
着
型
紙
は
、
只
見
町
の
伝

統
的
な
仕
事
着
で
あ
る
ユ
ッ
コ
ギ
（
現
在

で
言
う
モ
ン
ペ
）
を
自
分
で
製
作
す
る
た

め
の
型
紙
で
す
。
昔
は
仕
事
着
は
自
分
で

作
る
も
の
で
、
貴
重
な
反
物
を
一
切
無
駄

に
し
な
い
裁
断
、
縫
製
が
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
合
同
会
社
メ
ー
デ
ル
リ
ー
フ
で
は
こ

れ
ら
を
伝
承
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
住

民
を
巻
き
込
ん
だ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
経

て
、
現
代
で
も
活
用
で
き
る
型
紙
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。

新
た
に
２
つ
の
産
品
が
認
証

▲「『
自
然
首
都
・
只
見
』
伝
承
産
品
」

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

⃝

た
だ
み
・
ブ
ナ
と
川
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

⃝

ふ
る
さ
と
館
田
子
倉

⃝

只
見
町
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

�

（
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
あ
り
）

⃝

季
の
郷
湯
ら
里

販
売
場
所
（
町
内
）

▲只見の仕事着型紙（ホソ
ユッコギ・ダフユッコギ）

▲仕事着の型紙

▲自分でユッコギを作る
ワークショップ

▲叶津番所でユッコギを
作る参加者

▲経木（4寸・5寸・5寸ハーフ）

▲製作中の経木

▲端材を細切りにした緩衝材

▲おにぎりも美味しく包めます

▲「自然首都・只見」伝承産品
　パンフレット

▲ふるさと館田子倉「『自然首都・只見』伝承産品」
販売コーナー

▲ただみ・ブナと川のミュージアム「『自然首都・只
見』伝承産品」販売コーナー
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